第７３回エフエムぬまづ番組審議会議事録
１．開催年月日　　　平成２２年７月８日（木）午後６時
２． eq \o\ad(開催場所,　　　　　)　　　沼津市魚町１番地
　　　　　　　　　　　　　サンフロントビル　３Ｆ　会議室

３．委員の出欠
 eq \o\ad(委員総員,　　　　　　)　　７名
 eq \o\ad(出席委員数,　　　　　　)    ４名

出席委員氏名　　
清水義一

荻生昌平
千野慎一郎

井上純代

欠席委員氏名　　保坂典子

榊原優子
長島玲美

放送事業者　　　佐藤恭平

藤嶋正巳
４．議　　題
　　　

平成２２年５月１４日（金）１７:３０～１８：００放送
　番組名　アラフィー音楽倶楽部
毎週金曜日に放送している３０分の録音番組。同世代の仲間が好きな音楽を紹介し、思い出などを語り合う。

５． eq \o\ad(審議内容,　　　　　)
（会社側：佐藤）　審議委員の皆様、お集まり頂きありがとうございます。本日ご審議頂きますのは、お手元の番組表に有ります様に

毎週金曜日午後７時３０分から放送の新番組「アラフィー音楽倶楽部」です。司会を担当しているパーソナリティー高橋恵子の同世代の

友人を中心に５０歳前後の音楽好きな仲間が曲を紹介し、思い出などを語り合う番組です。

（会社側：佐藤）　それではお聴き下さい。

（　番　組　聴　取　）・・・

（会社側：佐藤）　それでは宜しくお願いいたします。

（清水委員長）　　では、井上さんからお願いします。

（井上委員）
　　本日のゲストは旅行代理店の方で最後に旅行代理店を紹介していた。他のゲストはどんな方か？

（会社側：佐藤）　実はゲストが個人のポケットマネーでスポンサーになっています。他には地元の有名和菓子店主が出演しています。



　他にも仲間がいるのですが、今のところこのお二人が交互にゲスト出演しています。
（井上委員）
　　本日のゲストはオージェイズを紹介していたが音楽に詳しい方か？

（会社側：佐藤）　はい、非常に造詣が深く、ご自宅二階に置いたレコードの重みで床が抜けそうだと伺ったことがあります。

（井上委員）
　　この番組にふさわしい方で、本人も音楽に対する思いを語りたいのではないか？音楽に対する愛情が伝わってきた。




　ゲスト紹介を番組冒頭でしているが、毎回二人のゲストを交互に紹介するのはくどいのではないか？

（佐藤）　　　　　そうですが、スポンサーですので紹介を省くわけにはいきません。

（井上委員）
　　そうですね。難しいところですね。




　また曲間の話からその当時の世相が伝わってきた。３０分の間に４曲紹介したが、音楽好きにはたまらない番組ではないか。

（会社側：佐藤）　それ以上に本人たちも楽しんでいます。

（井上委員）
　　他のゲストはどんな方か？

（会社側：藤嶋）　有名和菓子店主の他、ホテル支配人、仏具店社長、広告代理店社長などが予定されていると聞いています。

（井上委員）
　　それぞれ好きな音楽が重ならないように構成するのか？

（会社側：藤嶋）　そこまで考えていないと思います。同じ曲でも思いは別々だから良いのではと思います。

（井上委員）
　　面白い番組と思います。また司会の高橋恵子さんには安心感がある。

（清水委員長）　　千野委員、お願いします。

（千野委員）
　　私もオージェイズの名前は知っていたが聴いたことはなかった。４曲をたっぷり聴かせていただいた感じだ。



　何回目の放送か？

（会社側：佐藤）４月から週１回で放送していますので、この回は７回目です。

（千野委員）
　　選曲の傾向はどうか？

（会社側：佐藤）　ゲストの好みですが今回のゲストは洋楽、もうお一人は日本の曲が好みのようです。

（清水委員長）　　では、荻生委員お願いします。

（荻生委員）　　　この曲は聴いたことがなかった。５０歳は人生のひとつの区切りだと思う。曲とその時代の世相が一体となって



　記憶され、曲がキーワードとなって同世代の思い出がよみがえるのではないか？

司会の高橋さんは落ち着いていたが今回のゲストは語りたいことが多くてつい早口になってしまった。

また録音形態がワンポイントマイク録音からマルチ録音に変化していった様子が分かり興味深かった。



　５０代の方は曲を通して過去を振り返ることができたと思う。良い番組ですね。

（清水委員長）　　ありがとうございました。この曲は私には強烈な印象をもった曲だ。大学に勤務していたとき日米野球のレセプションで


ゲストの米国の若い選手達が演奏し歌っていた。

（井上委員）
　　最初の曲は有名ですね。

（清水委員長）　　この席で聴くとは思わなかった。曲が思い出を蘇らせるきっかけになったようだ。またザードも無名時に学園祭に来たことを思い出した。その後急激にメジャーになった。






（しばし学園際のゲストの話が続く）　

（会社側：佐藤）　高橋は自由に選曲させて自由に思いを語らせたいのだが、それだけでは電波の私物化になってしまうので、

その時代背景と世相を語ってもらい、思い出を共有としているそうです

（清水委員長）　　全体として良い番組ですね。それでは皆さんありがとうございました。次回は９月１０日金曜日にしたいと思います。

（会社側：佐藤）　貴重なご意見をいただきました。本日はありがとうございました。

６．審議会での意見についてとった措置について
　　各委員からの意見や感想については今後の自社制作番組に生かし、より良い番組作りをする検討材料としました。

　　　ご指摘を受けた点は番組担当に伝え、改善するように指示しました。

７．審議会の内容の公表
　　　弊社ホームページにて公表する。
　　　

８．その他の参考事項
　　　次回の番組審議会は平成２２年９月１０日（金）午後６時より行う。
様式４－２








